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節 頁 質問事項(原文のまま掲載しております。) 回　　答

①
34,
200,
201

「外装壁に用いる裏連結ユニットタイルのうち、網状材料に
よってタイル裏面を連結したものを除く」について
①外壁コンクリート、パネル系下地に関しJASS１９改定2022
では適用外となりましたが、Q-CATでは認定されているためダ
ブルスタンダードになっていると思います。使用者に対し解
り難い基準となっていますが、どう説明したらよろしいで
しょうか。
②元々JASS19では、サイディングボード下地やデラクリート
下地の記載がないため、同じ外装壁でも裏ネットタイル施工
可という解釈で良いのでしょうか。

本仕様書では、網状ネットによる裏連結ユニットタイルは、２０１2年版第２刷（第1
刷は正誤表にて修正）から適用外となっております。
JIS A ５２０９（セラミックタイル）に適合しても、海外製品などを含め網状ネット
による裏連結ユニットを一律に適用することは、接着率確保の点で問題があるとし
て、本仕様書では適用外としています。
全国タイル工業組合のQ-CATでは、同ユニットタイルと接着剤との組合せを、製品ごと
個別に審査しているため認定していると認識しています。
本仕様書では、サイディングボードやデラクリートの下地は適用外です。よってこれ
らの下地へのタイル張りについては、個別に対応頂くことになります。

②
裏ネットのタイルは適用外となっていますが、原則的に禁止
ということですか。

JIS A ５２０９（セラミックタイル）に適合しても、海外製品などを含め網状ネット
による裏連結ユニットを一律に適用することは、接着率確保の点で問題があるとし
て、本仕様書では適用外としています。接着率の確保を鑑みて、適用の採否を検討さ
れることを推奨します。

③ 4.5.1
接着率が60%確保できれば、”網状ネット”でも良いのではな
いですか？

JIS A ５２０９（セラミックタイル）に適合しても、海外製品などを含め網状ネット
による裏連結ユニットを一律に適用することは、接着率確保の点で問題があるとし
て、本仕様書では適用外としています。

④ 67

プレキャストコンクリートへの後張りに関し、直張りは適用
外の記載がありますが、モルタルで下地を作った場合、およ
び有機系接着剤での直張りは明記が無いので適用されるので
しょうか。

適用除外を明記していないからと言って、適用内ではありません。
しかし、ご指摘のように、プレキャストコンクリート下地がコンクリート下地に含ま
れるか曖昧になっていますので、３．１以外の節でもわかり易く記載するよう、次回
の改定時に検討します。

⑤
ケイカル板に貼る場合、比重は1.0以上のモノでないとダメで
すか。

本仕様書の４節では、ボード下地としてのケイ酸カルシウム板は、JIS A 5430（繊維
強化セメント板）のタイプ２（吸水による長さ変化率0.15%以下）を適用可としていま
す。

⑥
CM-2で下地を直す場合、ダキ以外は超高圧洗浄が必要という
ことですか※部分的にCM2で下地を直す場合、カップ掛けで目
荒しをしたあと下地を直すことはNGですか？

既調合ポリマーセメントモルタル（CM-2）で不陸調整をする場合は、超高圧水洗浄法
を適用ください。ダイヤモンドカップ掛けは開口部回りに限定しています。なお、高
圧水洗浄は事前に現場で試験施工を行い効果を確認することを条件に適用可としてい
ます。

⑦ 4.5.2

不陸調整材料において、b(1)CM-2を使用する場合は、接着適
合性をあらかじめ確認する、とあり、その部分の説明におい
て「メーカーであらかじめ確認しているがそうでない場合も
あるので確認が必要」と聞こえました。（聞き間違いでした
ら申し訳ございません）
これは、メーカーにヒヤリングを行い、各種メーカーとの接
着性を確認できていない場合は、必ず行った方が良いという
ことなのでしょうか。施工計画書作成段階で判明すると、場
合によってはメーカー選定を変えなければならない場合も想
定されますが、そういう認識でよろしいでしょうか。

その認識であっています。
使用予定の有機系接着剤とCM-2の接着適合性を事前にご確認ください。なお、事前に
適合性が確認できない場合は、材料の選定を変えることもあり得るとお考え下さい。

⑧ 67
モザイクタイル→ユニットタイル表記の件、今一度ご説明願
います

セラミックタイルの日本産業規格であるJIS A 5209（セラミックタイル）では、2014
年の改正でモザイクタイルと主な用途による区分を削除しました。これに合わせ、
JASSでも表記方法を変更しております。
なお、50二丁以下のタイルはユニット化されていることから、モザイクタイルと記載
された箇所はユニットタイルに変更となりました。

⑨ 158
大形床タイル　事前に試験施工とありますが、作業所員と打
合せの上　実施することは可能だと思いますが　見積計上は
いかがお考えでしょうか？

試験施工の作業工数を考慮したうえで、各現場でご判断ください。

⑩
111-
129

圧着張りは床タイル張りの張り方　壁はNG？
弾性接着剤張りの場合　全てにおいて改良圧着となるので
しょうか？
接着剤張りと表記するのでしょうか？

3.6.2f(P.122)圧着張りは床タイルの施工に限定しています。
有機系接着剤の張り方は4.6.2(PP.209～215)をご確認ください。張り方はa外装接着剤
張りとb内装接着剤張りになります。

⑪ 3.11.1a
大型壁タイル（300角をこえるもの）について、今後のJASS19
に掲載予定はありますでしょうか。

大形タイルの壁面への施工が行われていることを認識しておりますが、現時点では
JASS19への掲載は予定していません。今後の動向を注視し、次回の改定時に検討しま
す。

⑫ 4.9.4
接着剤がALCの防水性能を担保するような表記になっていま
す。接着剤の品質基準は明確でしょうか？

ご指摘の箇所は「目地詰めを行わない場合」に「くし目が立った状態とすることは、
ALCパネルの防水に影響するので、接着剤は必ず均して塗り付ける」と思いますが、接
着剤が防水性能を担保するとまで明示しておりません。

⑬ 大型床のプロセス検査の頻度はありますか？ 特に頻度を明示していませんが、3.4.2bを確認してください。

⑭
72～
76

「敷モルタル（硬化前）」下地は乾燥収縮によるひび割れが
生じ難いと思われますが、伸縮目地は必要でしょうか？

必要です。
下地のひび割れ誘発目地を跨いで敷モルタルでタイル張りすることは禁止です。

⑮
107-
108

施工時の環境条件として「気温が5℃以下または施工後5℃以
下になると予想される場合は、施工は行わない」と記載され
ていますが、5°以下となってはならない施工後の期間（日
数）はどの程度見込めばよろしいでしょうか？

張付け材が硬化するまでの期間となります。

⑯ 168

内壁のタイル張りに使用する接着剤は。JIS A 5548と適合す
るものと記載されていますが、外壁のタイル張り用であるJIS
A 5557に適合するものを使用してはいけないのでしょうか？
内壁は外壁と比べると、その施工条件や環境は厳しくないと
考えられるので、使用しても問題はないのではないでしょう
か？　問題があるのであれば、どのような問題があるのかを
教えていただきたい。（外壁から風除室、エントランスホー
ルなどが一連の同じタイル張り仕上げとなることがあり、そ
の下地も同じであることが多いため、同じ施工法で施工した
い）

本仕様書では、JISの区分ごとの適用としています。
JASS適用外の場合につきましては、性能等を個別に検討してご判断ください。

⑰ 171

パネル下地壁タイル張りとして、「押出成形セメント板」と
「ALCパネル」が記載されていますが、いずれも適用部位が
「外壁」のみとなっています。実際は内壁でも採用すること
が多いのですが、どのような理由で「外壁」のみとなったの
でしょうか？

内壁で適用されているケースが少ないため適用外としています。
今後、適用例や要望が多数あれば検討します。

⑱ 174

斜壁へのタイル張りは「ステンレスアンカーなどで躯体へ固
定する」などのはく落防止座対策が記載されています。その
勾配にもよりますが、斜壁に防水層を施すことが多いため、
アンカー固定は防水層を貫通させてしまうことにより、防水
性能を低下させてしまいます。タイルの剥落対策も重要です
が、斜壁の防水性も重要ですので、これらを共に考慮した使
用例があれば、教えていただきたい。

斜壁で防水層が必要な部位へのタイル張りは、基本的にはお奨めできません。
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